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定期観閲式

消防功労者表彰を受けたみなさん
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本
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団
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岡
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萬
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憲
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績
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第
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長
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本

次
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青
森
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消
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会
長
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彰

功
労
章

本

団

分

団

長

大
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光
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第
一
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長
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第
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榮
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仁
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第
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副
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団
長
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正
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年
勤
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章
二
十
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年
以
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本

団

団

長

宮
川

尚

第
一
分
団

団

員

磯
川

富
勝

第
二
分
団

団

員

岡
本

正
行

第
三
分
団

部

長

佐
藤

信
夫

班

長

佐
藤

修
逸

団

員

萬
谷

安
雄

第
四
分
団

班

長

舘
脇

勝
義

団

員

舘
脇

義
則

団

員

舘
脇

信
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団

員

中
村
久
美
義

第
六
分
団

副
分
団
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内
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昇
治

第
七
分
団

部

長

田
中

憲
吉

団

員

柳
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勇
市

第
八
分
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班
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竹
内

彦
三

団

員

船
越

幸
夫

団

員

中
西

孝
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永
年
勤
続
章
二
十
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以
上

第
六
分
団

班

長

内
田

靖

第
七
分
団

部

長

田
中

豊
衛

団

員

田
中

春
美

第
八
分
団

団

員

船
越

誠

永
年
勤
続
章
十
五
年
以
上

第
一
分
団

班

長

菊
池

正

第
七
分
団

団

員

越
膳

弘
行

第
八
分
団

団

員

中
西

洋
一

永
年
勤
続
章
十
年
以
上

第
二
分
団

団

員

後
藤

重
城

第
三
分
団

団

員

加
藤

雅
夫

団

員

佐
藤

昭
弘

第
四
分
団

団

員

舘
脇

正

団

員

木
下

貴
人

第
六
分
団

団

員

池
田

洋
二

第
七
分
団

団

員

田
中

均

団

員

山
本

直
樹

団

員

田
中

明

第
八
分
団

団

員

長
谷
川
隆
志

青
森
県
消
防
協
会
む
つ
下
北
部
長
表
彰

優
良
団
員
章

第
一
分
団

部

長

樋
口

達
也

第
二
分
団

班

員

鹿
島

伸
三

第
三
分
団

団

員

佐
藤

昭
弘

第
五
分
団

班

長

横
浜

英
毅

第
六
分
団

部

長

内
田

誠
一

第
九
分
団

副
分
団
長

加
藤

良
悦

「
首

蓐

⑤

罫

」

感
謝
状
贈
呈
（
永
年
勤
続
退
団
者
）

前
第
一
分
団

団

員

竹
本

純
三

煎
髻
一
分
団

団

員

岡
本

文
雄

前
第
七
分
団

分

団

長

山
本

幸
治

副
分
団
長

田
中

明
正

団

員

金
井

豊
人

団

員

柳
田

勇
市

前
第（

分
団

団

員

竹
内

榮
一

団

員

船
越

幸
夫

団

員

中
西

孝
徳

団

員

竹
内

拓
巳

感
謝
状
贈
呈
（
消
防
協
力
者
）

中
田
哲
雄
（
古
佐
井
）

※
平
成
十
二
年
十
二
月
三
十
日
、

古
佐
井
地
区
で
発
生
し
た
火
災
の

消
防
協
力
に
よ
る
。

竹
内
典
和
（
中
道
）

※
平
成
十
三
年
二
月
三
日
、
黒
岩

地
区
で
発
生
し
た
火
災
の
消
防
協

力
に
よ
る
。

磯
川
勝
美
・
明
子
（
黒
岩
）

※
平
成
十
三
年
二
月
三
日
、
黒
岩

地
区
で
発
生
し
た
火
災
の
消
防
協

力
に
よ
る
。



たしかめて。

火を消してから

次のこと

平成１斜Ｆ復

佐井村消防団
４月３０日㈲、アルザス周辺を会場に、平成１３年度佐井村消防団定期観閲式が行われました。

式では、大勢の来賓、関係者が見守る中、現況報告、通常点検、纏振り演技、小型ポンプ操法、福

浦少年消防クラブによる軽可搬ポンプ操法や川目婦人消防協力隊による応急手当訓練、これまで消防

活動に尽力されてきた功労者への表彰状ならびに感謝状の贈呈が行われました。

続いて、海上自衛隊大湊音楽隊の演奏に合わせ、しおさい橋通りを分列行進、漁港岸壁での一斉放

水が行われ、日頃の訓練の成果を披露しました。

団員らの一糸乱れぬ迅速・正確な行動に、集まった見学者からも盛んな拍手が送られていました。

宮川団長による現況報告 迫力の纏振り演技

堂々たる分列行進 福 浦少年消 防クラブによる軽可 搬ポンプ操 法

海上自衛隊大湊音楽隊による演奏 川 目婦人消防協 力隊 による応急手当 訓練



特
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①

町

村

き

併

』
つ

で

な

あ

Ｉ

に

？

「
青
森
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

み
な

さ
ん
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
で
「
市

町
村
合
併
」
と

い
う
こ
と
を
見
聞
き
し
た
こ

と

が
あ
る
と
思

い
ま
す

が
、
今
、
国
・
県
は
市
町

村

の
自
主
的
な
合
併
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す

。国
は

、
全
国

３
。
２
２
０
あ
ま
り
の
市
町
村

の
数
を

３
分

の
１
の
１
。
０
０
０
市
町
村
に
減

ら
す
こ

と
を
目
標

に
し
て
市
町
村
合
併
を
進
め

て
い
ま

す
。
ま

た
、
青
森
県
は
、
昨
年
の
１０
月

３０
日
付
け

で
「
青
森
県
市
町
村
合
併
推
進
要

綱
」

を
制
定
し
、
一

つ
の
案
と
し
て
県
内
６７
市
町
村

を
ｎ

の
ブ
ロ
ッ
ク
と
す

る
合
併

パ
タ
ー
ン
を
示

し

て
い
ま
す

。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
県
南
地

方

の
市
町
村
を
中
心
に
各
地
で
市
町
村
合
併
に

関
す
る
勉
強
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
市
町
村
合
併
と
は

Ｉ
体
何
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と

い
う

人
が
多

い
と
思

い
ま
す

。
そ
こ
で
今
月

号
の
広
報
で

青
森
県
が
つ
く
っ
た

「
青
森
県
市

町
村
合

併
推
進
要

綱
」
の
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ

（
問

答
式
）
で
お
知

ら
せ
し

ま
す

。

国
・
県
は
「
市

町
村
合
併
」
を
進
め

る
に

あ

た
っ
て

、
合

併
を
強
制
的
に

押
し

つ
け

る
も
の

で
は
な
く
、
基
本

的
に
各
市
町
村

が
そ

れ
ぞ

れ

の
地
域
の
将

来
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
よ
く
検

討
し
て
、
市
町
村

自
ら
が
判
断
す

る
も
の
と

い

う
こ
と
を
明

確
に
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
Ｉ

市
町
村
合
併
と
は
何
で
す
か
。―

二
つ
以
上
の
市
町
村
が

Ｉ’
緒
に
な
る
こ
と

で
、
①
新
設
合
併
（
対
等
合
併
）
と
、
②
編
入
合

併

（
吸

収

合

併

）

と

に

分

け

ら

れ

ま

す

。

①

新

設

合

併

と

は

、

市

町

村

が
一

緒

に

な

っ

て

新

し

い
市

町

村

を

つ

く

る

も

の

で

、

そ

れ

ま

で

の

各

市

町

村

は

無

く

な

り

ま

す

。

②

編

入

合

併

と

は

、

あ

る
市

町

村

が
他

の

市
町

村

に
編

入

さ

れ

る
も

の
で

、

編

入

さ

れ

る

（
吸

収

さ

れ

る
）

市

町

村

は

無

く

な

り

ま

す

が
、

編

入

先

（
吸

収

す

る
側

）

の
市

町

村

は

存

続

し

ま

す

。

－

－

‐
‐
＝‐‐
・‐

穹

な
剽

副

剔

求

め

舮

忙
－

て

い
一

の
一

個

で

す

か

。

Ａ

一
般

的

に
次

ぎ

の
四

点

が
あ

げ

ら

れ

て

い
ま

す

。

①
生

活

圏

の
広

域

化

交

通

・
通

信

手

段

の
発

達

等

に
よ

り

、

日

常

の

生
活

圏

は
市

町

村

の
区

域

を

超
え

て

拡

大

し

て

お

り

、

現
在

の
区

域

に
と

ら

わ

れ
な

い
広

域

的

な

行

政

の
取

り

組
み

が
必

要

と

な

っ
て

い
ま

す

。

②
地

方
分

権

の

推

進

分

権
型

社
会

で

は

、
自

己

決

定

・
自

己

責

任

の

原
則

に

の

っ
と

っ
て

地

域

行

政

を

運

営

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ
て

い
ま

す
。

そ

の

た

め

に

は
市

町

村

の
政

策

立

案

力

や
事

業

推

進

の

た

め

の

財
政

力

の

強
化

が
必

要

と

な

り

ま

す

。

③
少

子

・

高
齢

化

の

進
展

市

町

屶

い
ぶ
か

呆

険

な

ど

の

高

齢

者

福

祉

を

担

っ

て

い

シ

た

め

に

は
、

乖

イ

（

の

確

保

が

九
ダ

な
課

題
と

力

い

。

④

財

政

状
況

－
ヒ

国

、

地

久

と

も

こ
ヽ

し

い
財

政
状

況

の
中

、
公

共

施
万一

、、
瞰

ヽ
の

｀

’

置

な

ど
、

よ

り

効

率

的

衣

千

ぷ

儲

毋

曹

で

づ

Ｉ
Ｉ
！－－－－－

Ｑ

３

過

去

に

も

合

併

が

に
行

わ

れ

た

こ

と

は

あ

り

ま

す

ら

Ｊ

Ｊ
ユ

ユ

作
ユ

作（
）

－

・ｉ
－

Ａ

明

治

２２

年

の
市

町

村

制

施

行

の

時

の

全

国

の

市

町

村

数

は

１

５

。

８

５

９

で

し

た

。

そ

の

後

、

昭
和

の
大

合

併

と

評

さ
れ

る
昭

和

２８

年

の

町

村

合

併

促

進

法

を

経

て
３

。

９

７

５

に

、

そ

し

て
平

成

１３

年

５

月

現

在

の

市

町

村

数

は

３

。

２

２

４

と

な

っ

て

い
ま

す

。

平

成

１７

年

と

い

う

期

限

は

、

何

の

こ

と

ブ

Ｊ

。

Ａ

現
在

適

用

さ

れ

て

い

る
市

町

村

の
合

併

の

特

例

に

関

す

る
法

律

（
昭
和

４０

年

施

行

、

略

し

て

合

併

特

例
法

）

が
失

効

す

る
期

限

が
平

成

１７

年

３

月

３１

囗

と

な

っ

て

い
ま

す

。
こ

の
法

律

の
特

例

措

置

を
受

け

る

た

め

に

は

、
こ

の
期

限

ま

で

に

合

併

す

る
こ

と

が
必

要

で
す

。

－

－

Ｑ

５

合

併

に

は

ど

の

よ

う

な
メ

リ

ッ

ト

が

あ

り

ま

す

か

。

－
・‐‐＝３
‘
―
’

Ａ

合

併

す

る

市

町

村

の

状

況

で

異

な

り

ま

す

が
、

一

般

的

に

は
次

ぎ

の
よ

う

な

メ
リ

ッ

ト

が
考

え

ら

れ
ま

す

。

①

住

民

の
利

便

性

の
向

上

合

併

し

た
市

町

村

の
公

共

施

設

や
勤

務

地

に

近

い
保

育
所

の

利
用

な

ど

が
可

能

と

な

り

、

住

民

生

活

の

利

便

性

が
向

上

し
ま

す

。

②

行

政

サ

ー
ビ

ス

の
充

実

規

模

が
大

き

く

な

る
こ

と

に

、

行

財

政

基

盤

が

強
化

さ

れ

、
行

政
サ

ス

。
充

実

し

て

い

き

ま

す

。

③

重

点

投

資

に

よ

る

ｙ
整

備

重

点

殳

’

の
高

、

也
設

整

備

や

児

模

な

プ

ロ

ン

エ

施

。

口

な

り

広

域

な

。

く
Ｉ

ｆ

広

或

点

で

、
道

Ｘ

共

設

の

Ｉ
備

、

用

、、

』取

組

む

」
と

。
効

自
で

バ

ヰ

ル

良

い

づ

が

可

花

な

⑤
行
財
政
の
効
率
化

役
場

や
各
種
委
員
会
、
審
議
会
な
ど
の
人

員
の

効
率
化

が
図
ら
れ
、
ま
た
、
（

Ｉ

ド
面
に
お
い
て

も
類

似
し
た
施
設

が
重
複
す
る
と
い
っ
た
無
駄
が

解
消

さ
れ
ま
す

。

⑥
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
向
上

市
町
村

の
規
模

が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、

地
域

の
イ

メ
Ｌ

ン
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

‐－
合
併
に
よ

る
デ

メ
リ

ッ
ト
は

な
い
の
で

こ

竍

－

Ａ

一
般
的
に
次

ぎ
の
よ
う
な
こ
と

が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
地
域
の
伝
統

や
文
化

が
失
わ

れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
す

か
。

②
佐
井
村

が
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な

い

で
す
か
。

③
住
民
の
意
見

が
行
政

に
反
映

さ
れ
に
く
く
な
り

ま
せ
ん
か
。

④
役
場
が
遠
く

な
り

、
今
よ
り
も
不
便
に
な
り
ま

せ

ん
か
。

③
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
に
く
く

な
り
ま
せ

ん
か
。

⑥
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
ま
せ
ん
か
。

一

こ

れ
ら
の
懸

念
に
対
し
、
青
森
県
市
町
村
合

併
推
進
要

綱
で
は
市
町
村
合
併
に
先
立

つ
具
体

的
な
協
議
、
調
整
や
市
町
村
合
併
を
地
域
の

Ｉ

層
の
発
展
の
契
機

と
す

る
努
力
な

ど
に
よ

っ
て

解
決
が
可

能
と
し

て
い
ま
す

。

Ｑ
７

県

が

示

し

た

合

併

パ

タ
ー

ン

や

「

要

綱
」
つ
て
何

で
す
か
。

Ａ

県
は
「
青
森
県
市
町
村
合
併
研
究
会
」

が
昨

年
の
６
月

に
調
査
研

究
及

び
検
討
し
た
結
果
の
報

告
書
を
受

け
て
、
合

併
特
例
法

の
期
限
の
平
成
１７

年
３
月
ま
で
に
講
じ
る
支

援
策
を
明

ら
か
に
す

る

こ
と
と
、
議
論
の
手

が
か
り
と

な
る
情
報
を
提
供

す
る
目
的
で
平

成
１２
年

１０
月
末

に
「
青
森
県
市
町

村
合
併
推
進
要

綱
」
を
作

成
、
公
表
し
て

い
ま
す
。

こ

の
要

綱
で

は
、
県

内

６７
市

町
村

を
一
１１１１一
の

ブ

ロ
ッ

ク
と
す
る
合
併

パ
タ
ー
ン
が
示

さ
れ
、
佐
井



村
は
む
つ
市
を
中
心

と
し

た
下
北
郡
工
市
７
町
村

の
中
に
含
ま
れ
る
合
併

パ
タ
ー
ン
が
示
さ

れ
て

い

ま
す
。
こ

の
合

併
パ
タ
ー
ン
で
は
、
下
北
郡
は
人

口
約
９
万

１
千
人

の
中
核

都
市

に
準
じ

る
拠
点
性

の
高
い
都
市

へ
の
発

展
を
目
指
す
も

の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

し

か
し

な
が
ら
、
県

が
示
し

か
合
併

パ
タ
ー
ン

は
各

地
域

で
議
論
を

進
め
る
上
で
の
参
考
資
料
で

あ
り

、
こ

の
パ
タ
ー
ン
に
拘
束

さ
れ

る
も
の
で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
し

た
が
っ
て
関
係
市
町
村

が
自
主

的
に

検
討

・
協
議

し

て
決

め
る
こ

と

に
な
り

ま

す
。

一
Ｑ
８

実
際

に
合
併
す

る
場
合

－ヽ
と
か
Ｉ劃
ｙ

斷
一

「

流
れ
で
進
む
の
で

す
か
。

Ａ

お
お
む
ね
次

ぎ
の
よ
う
な

流
れ
で
進
ん
で

い

き
ま
す
。

○
任

意
の
合
併
協
議
会
の
設
置

関
係
市
町
村

で
合

併
に
関
す

る
事
前
協
議
も
含

め
た
議
論
が
活
発
化
し
、
そ

の
内
容

が
進
展
す

る

に
伴

っ
て
、
住
民
や
各
種
団
体
等
も
参
加
し

た
「
任

意
の
合
併
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、
地
域
の
将
来

に
つ
い
て
の
議

論
を
深

め
て

い
き
ま
す
。

加

○
法

定
の
合
併

協
議
会
の
設
置

関
係
市
町
村
長

の
発
議
ま
た
は
住
民
の
発
議
に

よ
り

、
関
係
市
町
村

の
各
議
会

の
議
決
で
設
置
し

ま
す

。
住
民
発
議
は
、
有
権
者

の
５０
分
の
Ｉ
以
上

の
者
の
署
名
を

も
っ
て
、
市
町
村
長
に
対

し
て
「
法

定
の
合
併
協
議
会

の
設
置
」
を
請
求
す

る
こ
と

が

で
き
ま
す

。

協

議
会

で
は
、
合
併
に
関
す

る
必
要
事
項
の
す

べ
て
を
協
議
し
ま
す

が
、
そ
の
中
核
的
な
作
業

が

合
併
協
定
書
と
市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
で
す
。

〔
合
併
協
定
書
〕

合
併

の
方
式
、
期
日
、
役
場
の
位
置
、
財
産

・

施
設
、
字
名
、
議
員
定
数

・
任
期
、
特
別
職
の
身

分
、
税

・
公
共
料
金

・
補
助
金

・
交
付
金
の
取
り

扱

い
な
ど
を
は
じ
め
、
合
併
に
伴

い
必
要
と
な
る

い
ろ
い
ろ
な
取
り
決

め
を
協
定
書
で
定
め
る
の

が

通
例
で
す

。

〔
市
町
村
建
設
計
画
〕

合
併
後
の
市
町
村

。、

う
（

ド

ー
ソ
フ

。

面
の
ま
ち
づ
く
り
の

金

事
ヽ

ど
の
・

画
で
、
合
併
特
例
法

に
冓

づ
し

県
知

十
と
一

の
上
、
協
議
会

が
作

成
し

ま
す

こ

の
事
業

の
経

費
に
は
、
地
方

債
（
合
併
特
例
債
）
を
充

て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

駟

○
合
併
の
申
請

関
係
市
町
村
の
各

議
会

の
議
決

に
よ
り
、
合
併

申
請
書
を
県
知

事
に
提
出
し
ま

す
。

駟

○
合
併
の
決
定

申
請
書
を
受

理
し

た
県
知
事

は
、
県
議
会

の
議

決
を
経
て
合
併
を
決
定
し

ま
す

。
合
併
の
効
力
は
、

県
か
ら
の
届
出
を
受

理
し

た
総
務
大
臣

が
行
う
告

示
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。

－

ｌ
・ｌ‐

合

併
す

る
場
合

、
財
政

面

特
別

措

言

翦

Ｈ

開

寸

寸

」

Ａ

合
併
特
例
法
に
定
め
る
措
置

や
国

・
県
に
よ

る
支
援
策
（
い
ず
れ
も
平

成
１７
年
３
月
ま
で
の
合

併
に
適
用
）

が
あ
り

、
主

な
も

の
は
次
ぎ

の
と

お

り
で
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
合
併
特
例
債

合
併
年

度
と
続
く
１０
年

度
の
間
に
限
り
、
新
市

町
村
建
設
計
画

に
冓

づ
く
事
業

や
基
金

の
積
立
て

に
必
要
な
経
費
に
対
し

て
、
地
方
債

（
合
併
特

例

債
）
を
充
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

こ
の
合
併
特
例
債
は
、
対
象
事
業
費

の
９５
％

に

充
当
で
き
、
そ
の
元

利
償
還
金

の
７０
％

が
後
年
度

の
地

方
交

付
税

に
算

入

さ
れ

る
措
置

が
あ

り
ま

す
。

②
地
方
交
付

税
の
算
出
の

特
例

（
激
変
緩
和
措
置

、
合
併
算
定
替
）

多

く
の
市
町
村

の
重
要

な
財
源
で

あ
る
地
方
交

付
税

に
は
、
普

通
交
付
税
と
特
別
交
付
税

の
２
種

類
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
う

ち
、
一
般
的
に
合
併
す

れ
ば
、
合
併
前

に
比

べ
て
算
定
額
の
合
計

が
減
少
す

る
こ
と
と
な

る
普
通
交

付
税

に
つ
い
て
、
合

併
年

度
と
続
く
１０

」
慓
度

ふ
并

式
か
っ
た

合

算

定
方
法

が
適

ま

ス
９

矢

そ

の
後
５
年
度

は
凡

こ

７

額
の
匹

減
を
行
う
激
変
緩

和

置

・’・
じ
ら

。

３

の
他
の
財

日
置

任

ご

法
定
の

ヽ

協
議
会

ぶ・
置

な
ど
の
合
併

準
備
経

、に

ゝ
す
る
特

、

ｙ
、
法
定

の
合
併

協
議
・
を
組
織
す
る

寸
こ

ヽ
す

る
補
助
金
、

ま
た
、
一
口
併
後
の
・

時
缶
゛ヽ

、こ
対
す

る
普
通
交

付
税
な
匕

玉
の

併
に
対
す

’政
支
援

が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
こ

、
県
の
補
助
金

や
交
付
金
な

ど
の
措
置

が
あ
り

ず
。

‐‐
ｉ

Ｑ
１０

合

併
し
た

場
合
ヽ

行
政
上

の
い

ろ
い

ろ
一

岡

膃

晦

膃

詐

捏

气

Ａ

合
併
に
伴

い
必
要
と
な
る
い
ろ
い
ろ
な
取
り

決
め
は
、
関
係
市
町
村

が
合
併
協
議
会
で
協
議
し
、

合
併
協
定
書
で
具
体
的
に
定
め
る
こ

と
に
な
り
ま

す
。
い
く
つ
か
の
疑

問
に

つ
い
て
お
答
え

し
ま
す
。

〔
市
町
村
名
は
？
・
〕

新
設
合
併
の
場
合
は
、
新
た
に
市
町
村

の
名
称

を
決
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
協
議

の
結

果
、
関
係
市
町
村
を
代
表

と
す

る
市
町
村

の
名
称

を
新
市
町
村
の
名
称
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
す

。

編
入
合
併
の
場
合
は
、
編
入
先

の
市
町
村
名

が
存

続
し
ま
す
。

〔
市
町
村
長
は
？
・
〕

新
設
合
併
の
場
合
は
、
合
併
の
日

か
ら
５０
日
以

内
に
市
町
村
長
選
挙
を
行

い
ま
す
。
編
入
合
併

の

場
合
は
、
編
入
先
の
市
町
村
長
が
任
期
ま

で
在
任

し
ま
す
。

〔
議
員
は
？
〕

○
新
設
合
併
の
場
合

（
関
係
市
町
村

の
協

議
に
よ

り
、
次
ぎ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
）

①
定
数
の
特
例
を
活
用
し

、
最
初
の
任
期
に
限
り
、

新
市
町
村
の
議
員
定
数
の
２
倍
ま
で

定
数
を
増

や

し
て
、
合
併
の
日
か
ら
５０
日
以
内

に
新
た
な
議
員

の
選
挙
を
行
う
。

②
在
任
の
特
例
を
活
用
し

て
、
関
係
市
町
村

の
議

員
全
員
が
２
年
以
内

の
期

間
在
任

で
き
ま
す

。

○
編
入
合
併
の
場
合

（
新
設
合

併
と
同
様

に
次

ぎ

の
い
ず
れ
か
を
選
択
）

①
定
数
の
特
例
を
活
用
し
て
、
編
入
さ
れ
た
旧
市

町
村
の
選
挙
区
で
増
員
選
挙
を
行
い
、
当
選
議
員

は
編
入
先
の
議
員
の
任
期
中
在
任
で
き
、
次
回
の

選
挙
に
限
り
同
様
の
方
法
で
選
挙
を
行
い
ま
す
。

②
在
任
の
特
例
を
活
用
し
て
、
編
入
さ
れ
た
旧
市

町
村
の
議
員
全
員
が
編
入
先
の
議
員
の
任
期
中
在

任
で
き
、
次
回
選
挙
に
限
り
定
数
を
増
員
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〔
役
場
は
？
〕

関
係
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
た
協
議
の
結
果

次
第
で
す
が
、
編
入
合
併
の
場
合
は
、
編
入
さ
れ

た
市
町
村
の
役
場
は
支
所
と
な
る
の
が
一
般
的
で

す
。新

設
合
併
の
場
合
も
、
中
核
と
な
る
市
町
村
以

外
の
関
係
市
町
村
の
役
場
は
支
所
と
な
る
の
が
一

般
的
で
す
。

〔
職
員
は
？
〕

関
係
市
町
村
の
職
員
は
、
引
き
続
き
職
員
の
身

分
を
保
有
し
、
不
公
平
な
取
り
扱
い
の
な
い
よ
う

に
合
併
特
例
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
税
金
・
公
共
料
金
は
？・
〕

合
併
後
の
税
率
は
、
編
入
合
併
の
場
合
は
編
入

先
の
条
例
で
、
新
設
合
併
の
場
合
は
新
た
に
制
定

す
る
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
る
の
が
原
則
で
す

が
、
合
併
後
、
た
だ
ち
に
合
併
市
町
村
全
域
で
均

一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
公
平
を
欠
く

こ
と
に
な
る
場
合
は
、
合
併
年
度
と
続
く
３
年
度

に
限
り
、
不
均
一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。公

共
料
金
は
、
関
係
市
町
村
の
協
議
の
結
果
次

第
で
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
調
整
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

〔
旧
市
町
村
の
意
見
や
要
望
は
？
〕

関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
旧
市
町
村
の
区

域
毎
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
審
議
会
を
通
じ

て
合
併
市
町
村
の
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。



ｊ７７凋習ｊカ１碧まクまず
今、私たちの暮らしは、「ＩＴ」を巡り急激に変化しています。

阡講習は、すべての住民のみなさんが「ＩＴ」に十分対応できるよう、地方公共団体が、学校、

公民館などの地方公共団体の施設や民間の施設などを利用して、ＩＴに関する基礎技能を習得して

いただくために開催する講習です。

政府としても、住民のみなさんのＩＴ利用技能が向上するよう、ＩＴ講習の円滑な実施に向けて支

援を行っています。

ＩＴ（アイティ）とは、ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（インフォメーション テクノロジー）の略で、日本語

に訳せば「情報通信技術」となります。情報通信分野に関連する技術を利用する方法のことをいいます。

インターネットを使って情報を集めたり、電子メールで遠くの人と連絡をとったりすることはその一例
です。

Ｑ１ この講習では何か学べる

のですか？

Ａ１ 講習では、パソコンの基本操作、

文書の作成、インターネットの利

用、電子メールの利用などの基本

的な技能を１２時間程度の講習時間

で学びます。

Ｑ２ 受講費用はかかるのですか？

Ａ２ 受講料は原則として無料ですが、テキストの代金だ

けはご負担いただきます。

Ｑ３ 誰でも受講できるのですか？

Ａ３ 受講を希望する都道府県に住んでいる２０歳以上の方

であれば、どなたでも受講できます。

■パソコン

パーソナルコンピュータの略で、個人用のコンピュータ全般のことをいいます。

■インターネット

自分のパソコンと世界中のパソコンがつながり、様々な情報が入手できます。

■電子メール

ｅ－ｍａｉｌともいい、自分のパソコンと相手のパソコンとで文書などのメッセージを瞬時にやり取りできる、

新しい「手紙」の方法です。

※なお、日程や会場等は、後日広報さい又はチラシでお知らせします。



＜平成１３年度ハープ講習会＞

「あなたの心に、やすらぎとゆとりの空間を！」

毎日の暮らしにラベンダーの香りと彩りを添えて、ラベンダースティックを作つてみ

ませんか…

ラバディン系のグロッソに、気持ちをなごませてくれるハープや防虫効果のあるハー

プを一緒に加え、光沢のあるサテンのリボンで編みあげた逸品、ラベンダーバンドルズ。

「あなたの心にやすらぎとゆとりの空間を」演出してくれるでしょう！！

１ 会 賈 ２，５００円 スティック２本分のラベンダー

（２回分） ハープとリボン

ｌｊｌ

ハーブティー（２回分）

フレッシュラベンダーのお土産付（１回）

２．講 師 中野渡 良子先生（ハープ研究家～仙台在住）

１ふ 日 時 平成１３年 ７月２２日日

・講習会 １０：００～１２：００

・昼食ｏｒ質問コーナー １２：００～１３：００

平成１３年８月５日（日） 前回の仕上げ

・ ７月２２日と同じ予定

４．場 所 アルザス（１階） ＰＲ広場

５．募集人数 ３０名（どなたでも参力［］できます。 ただし先着順）

６．持 参 品 用意できる方は、ハサミ（糸切り用）・メウヂ（千枚通し可）・セン定

ハサミを持参してください。

７．そ の 怡 講習会終了後、希望者のみ昼食会を兼ねて、ハープについての質

問コーナー。

なお、昼食代につきましては、一回の講習につき７００円で、講習会

申込時に併せてお申込みください。

主 催：佐井村役場農林水産課

協 力：ハーバルツリー・佐井村観光協会

申込先：農林水産課霖⑨２１１１（内線４９・５０）

小笠原浩子登⑨４１ワ３

までお気軽にどうぞ！



国民 年 金 だ よ り

年金振込通知書は√年１回
ぺ
６月＝に送付されます

年金の振込（銀行振込み及び郵便振替）は年６回ありますが、年金振込通知書は年１回６月に送付されます。

送付される年金振込み通知書には、今後１年間の各期における支払額及び支払年月日が記載されています。また、

記載内容に変更があった場合には、その都度改めて送付されることになっています。なお、郵便局窓口支払に係る

年金支払通知書は各支払期ごとに送付されます。

老齢基礎年金の繰上請求は慎重に

今や日本は、世界有数の長寿国です。人生８０年時代と

いわれ、老後の生活も非常に長くなりました。その分、

公的年金の重要性はますます高くなってい ます。

老齢基礎年金は６５歳からの受給が原則ですが、６０歳か

ら６４歳の方でも、希望すれば繰り上げて受給することが

できます。

しかし、老齢基礎年金を繰り上げて受給した場合、年

金を早く貰えるメリットはあるのですが、反面、６５歳か

ら受給するときに比べて、不利な点もあります。

まず、年金が減額されるということです。減額される

割合は、請求したときの年齢や生年月日等によって違い

ますが、昭和１６年４月２日以降に生まれた方が６０歳から

繰り上げて受給する場合は、６５歳から受給する場合の３０

パーセントが減額になってしまい、この減額率は生涯変

わりません。

次に、厚生年金保険に加入した期間のある人の場合に

は、特別支給の老齢厚生年金（定額部分に隕る）が６５歳

まで支給停止されてしまいます。

その他、万一障害者になった場合の障害基礎年金や、

万一夫が死亡した場合の寡婦年金が受けられなくなりま

す。

「年金を早くもらいたい」と思われている方は、これ

らのこともよく考えなければなりません。

老齢基礎年金の繰上げ請求について、詳しくは市町村

役場または社会保険事務所までお問い合わせください。

車両系建設機械及び不整地運搬車運転技能講習

１ 講習の種類

剛小型車両系（３トン未満）建設機械運転技能講習

（２）車両系（３トン以上）建設機械運転技能講習

（３）不整地運搬車運転技能講習

２ 日時及び場所

（１）小型車両系（３トン未満）建設機械運転技能講習

学科 日時 平成１３年８月９日休）

午前９時～午後５時

場所 青森市安方２－９－１３

青森県建設会館

実技 日時 平成１３年８月１０日（金）

午前１０時～午後ら時

場所 十和田市伝法寺字大窪２－３８

建設業労働災害防止協会実技教習所

（２）車両系（３トン以上）建設機械運転技能講習

学科 日時 平成１３年８月２０日（月卜 ２１日㈹

午前９時～午後５時

場所 青森市安方２－９－１３

青森県建設会館

実技 日時 平成１３年８月２２日（水）

午前１０時～午後５時

場所 十和田市伝法寺字大窪２－３８

建設業労働災害防止協会実技教習所

（３）不整地運搬車運転技能講習

学科 日時 平成１３年８月２３日（木）

午前９時～午後ら時

場所 青森市安方２－９－１３

青森県建設会館

実技 日時 平成１３年８月２４日淦）

午前１０時～午後５時

場所 十和田市伝法寺字大窪２－３８

建設業労働災害防止協会実技教習所

３ 受 講 資 格

平成１３年度車両系建設機械（整地、運搬、積込み用

及び掘削用）及び不整地運搬者運転技能講習実施要

領による。

４ 受 講 者 数

圉小型車両系（３トン未満）建設機械運転技能講習 ３０名

（２）車両系（３トン以上）建設機械運転技能講習 ４５名

（３）不整地運搬車運転技能講習 ２０名

５ 申 込 期 限 平成１３年ワ月９日（月）

６ 問い合わせ 役場住民福祉課住民係 ａ ⑨２１１１



わいどの広場

どうぞご利用ください

こ

の
た

び
、

ア
ル

ザ
ス
内

の

中

央

公

民

館

図

書

コ

ー

ナ

ー
に
新
刊

図

書

・
寄

贈
図

書

が
人
刊

い
た
し

ま
し

た

。

寄

贈
図

書
は

昨
年

度
、
真

山
武

氏
か

ら
小

説
五
十

冊

が

寄
贈

さ

れ
ま
し

た
。

あ
り

が

と
う

ご
ざ

い
ま
し

た

。

な
お
、
貸
し

出
し

期
間

は
、

図
書

が
三

週
間
以

内

、
ビ

デ

オ

が
五
日
以

内

と
な

っ
て

お

り
ま

す

。

■

問

い
合

わ
せ

佐

井
村

中
央
公

民
館

（
教
育

委
員
会

内
）

登
⑩
４
［
Ｄ
Ｏ

″り

明るく 住みよい 村づくり

五

月
十
一
一
日

、
青

森
銀
行

大
間

支
店

、
佐
井

村

建
設
業

協
会

、
互

助
会

の
み

な
さ

ん

が
、
願
掛

海
水

浴
場

海
岸

、

矢

越
地
区

～
ス

イ
ミ

ン

グ
（

ウ
ス
の

清
掃
奉

仕
活

動
と
願

掛
公

園

の
藤
棚

撤
去

を
行

い

ま

し
た

。

海
岸
の
ゴ
ミ
が
一
番
多
く
、

中

に
は

、

タ
イ

ヤ
等

の
大

き

な

ゴ
ミ

、
ま
た

国
外

か
ら

流

れ

つ

い
た
と
思

わ

れ
る

ゴ
ミ

も

あ
り
ま

し
た

。

観
光

地
で
あ

る
佐

井
村

を

景
色

だ
け

で
な

く

ゴ
ミ

の
無

い
き

れ

い
な
村

に
し

て

い
き

ま

し
ょ
う

。

楽しい春の出会い

五

月
十

二
日

、
十
三

日

の

二
日

間

の
日
程

で
、

佐
井
村

を
会

場

に
第
十

三
回

函
館

・

下

北
青
年

交

流
会

が
開
催

さ

れ
ま
し

た

。

け
じ

め
は
イ

ン

デ
ィ

ア
カ

で
汗

を

流
し

、
そ

の
後
会

食

を

し
な

が
ら
各

々

の
市
町

村

の
話
題

で
会
話

を
楽

し

み
ま

し

た

。
ゲ

ー
ム
が
始

ま

る
と

場
内

は
更

に
盛
り
上

が
り

笑

い
声

が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

函
館

・
下

北
の

青
年

が
ス

ポ

ー
ツ
を
通

じ
交

流
を
深

め

る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
年

は

南
茅
部

町

が
会

場

と
な
り

ま
す

。

秋が待ち遠しいなあ

五
月
十
七
囗
、
佐
井
村
保

育
所
で
、
毎
年
恆
例
の
「
い

も
ま
き
」
が
行
わ
れ
、
保
育

所
敷
地
内
に
あ
る
畑
に
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
野
菜
の
種
や
苗
を
植

え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
種
芋
を
手

に
取
り
、
先
生
に
耕
し
て
も

ら
っ
た
畑
に
、
き
ち
ん
と
間

隔
を
あ
け
、
て
い
ね
い
に
ま

い
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

畑
か
ら
出
て
く
る
ミ
ミ
ズ
や

虫
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子

も
い
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。



保健砕心籾

十代から始まる
歯周病

歯周病とは、歯肉や歯槽骨など歯を支えるまわりの

組織全体におこる病気の総称です。程度の差はありま

すが、おとなでは多くの人が歯周病にかかっていると

いわれ、最近では十代で初期段階が始まっていること

もあります。

歯
周
病
の
原
因
は
歯
垢

歯
周
病
の
原
因
は
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
境
目
に
つ
い
た
歯
垢
で
す
。

歯
垢
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
は
、
数
百

万
か
ら
一
億
も
の
細
菌
が
含
ま

れ
、
そ
の
細
菌
が
出
す
毒
素
に

よ
っ
て
歯
肉
に
炎
症
が
起
き
ま

す
。
こ
の
炎
症
は
歯
ぐ
き
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
歯
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
役
割
を
し
て
い
る
歯
槽
骨
を
溶

か
し
始
め
、
し
だ
い
に
歯
と
歯
ぐ

き
の
問
に
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
呼
ば

れ
る
隙
間
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
隙
間
か
ら
炎
症
が
さ
ら

に
広
が
り
、
や
が
て
歯
を
支
え
る

組
織
を
破
壊
し
、
放
っ
て
お
く
と

や
が
て
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
の
で

す
。

歯肉をチェツクロ箘周病の進行

症状を読んで、自分の歯を口腔写真と比べてみましょう。

２
歳
６
ヵ
月
児

虫
歯
Ｏ
の
子

熊谷 彩夏ちゃん
（大佐井）

吉田 脩道くん
（古佐井）

竹内 彩夏ちゃん
（大佐井）

歯
周
病
の
予
防
と
ケ
ア

歯
周
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
の

予
防
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
人
の

ケ
ア
の
両
方
に
共
通
す
る
の
は
、

定
期
的
な
歯
丹
受
診
と
丁
寧
な
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。

昨
年
度
よ
り
、
村
の
複
合
検
診

に
合
わ
せ
て
「
歯
周
疾
患
検
診
」

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
検

診
を
利
用
し
て
み
る
の
も
い
い
で

す
ね
。



排泄のお世話①

和式のトイレを

洋式にかえる

多くの人は「年はとりたくない」といいます。その最も大きな理由は、
「下の世話をされるのはいや」ということではないでしょうか。ですから

介護をする人はトイレの環境一つ一つに配慮することが大切です。

こ ん な ト イ レ が 便 利

トイレで立ったり座ったりという動作が、お年寄りにとっては思いのほか大変です。特に和式は大変

で、そのために自分で排泄できないことも少なくありません。トイレにちょっとした工夫をすると自分

で排泄できるようになります。

●できればトイレに近い部屋を準備しましょう。トイレと部屋が同じ階だと便利です。
●トイレやトイレに行くまでの廊下は、夜中でも明るくしておきましょう。

●いつもきれいにしておけば、スリッパに履吉替えなくても大丈夫です。

●トイレは温かくしてお吉よしょう。
●立ち上が０に便利なように、手すりをつ

けましょう。

●立った０座ったりが困難な人には、和式

トイレに補高便座をつけるといいでしょ

う。介護用品店で市販されています。

ト イ レ の ド ア の 工 夫

●ドアの取っ手をノブ式からレバー式にか
えると便利です。

衣 服 の 工 夫

●ズボンのゴムは少しゅるめにしておくと

脱ぎゃすいでしょう。

●ズボンの丈は短めのほうが、踏んだり汚
した０する心配が少なくて便利です。

ポータブルトイレを利用

歩けなくても、座

ることができるの

であれば、ポータ

ブルトイレを室内

に置くという方法

があります。ポー

タブルトイレには

つい立てなどして、

周じ）から見えない

ようにする配慮が

必要です。

＊福祉用具を借０る場合や手すりを取り付けるなどの住宅改修が必要な場合も、介護保険のサービスに含まれているので、
制度をうまく利用することによって経済的負担を減らすことができます。詳しくは、行政や在宅介護支援センターの柤

談窓口で確認してください。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

四
月
十
六
囗
か
ら
二
十
三
日
に
か
け

て
、
原
出
、
磯
谷
、
長
後
、
福
浦
の
各

学
校
で
、
佐
井
駐
在
所
の
奥
寺
所
長
の

指
導
に
よ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
さ
ら
な
る

向
上
を
め
ざ
し
た
、
交
通
安
全
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春の交通安全教室開催

お
じ
や
ま
し
ま
Ｉ
ず

母
の
会
で
は
五
月
十
六
日
、

四
月
に
新
一
年
生
に
な
っ
た
ば

か
り
の
岩
清
水
亮
喬
く
ん
の
お

宅
に
佐
井
駐
在
所
長
と
一
緒
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

家
族
の
お
話
の
中
か
ら
、

○
子
供
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

こ
ン
ユ
ニ

ア
シ
ー
ト
を
つ
け
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

○
登
校
時
に
は
、
安
全
が
確
保

で
き
る
ル
ー
ト
で
登
校
し
て
い

る
。

○
カ
ー
ブ
手
前
の
横
断
歩
道

を
、
も
う
少
し
手
前
に
す
れ

ば
安
全
に
渡
れ
る
の
で
は
？

○
自
転
車
の
無
灯
火
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。

な
ど
の
お
話
が
あ
り
、
家
庭

で
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。佐

井
村
の
道
路
は
道
幅
が

狭
い
上
、
見
通
し
の
悪
い
箇

所
が
多
い
の
で
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～相談することは、勇気がいるかも知れません

でも、それはあなたの問題を解決するための大切な一歩となるはずです～

⑤ ヤ⊃ よ、 二石 昇 咎‥

犯罪の被害にあっても

０１１０番はおおげさだ

○プライバシーが守られるか不安だ

○話す（思い出す）のがっらい

などの理由から警察に届けず、ひとり

で悩んでいる方、不安な気持ちでお過ご

しの方はいらっしゃいませんか。

警察では、このような方々の様々な悩

みや問題にアドバイスするため、各種相

談窓口を設けています。どうぞお気軽に

ご相談ください。

⑤挂 査過 程 匚お ける配 慮

警察では、被害者が希望した場合

○女性の被害者に対する、女性警察官・

女性職員の付添い

○私服警察官や目立たない車両での被害

者訪問

○近隣者や報道関係者に、直接被害者を

会わせないようにするなどのプライバ

シーの保護

など、捜査によって余計な負担をかけな

いよう配慮しています。

Ｏ 二存 賠「了 才 力……・・

犯罪の被害者（遺族の方を含む。）は、命

を奪われる、けがをする、物を盗まれるな

どの直接的な被害だけでなく

○事件に遭ったことによる精神的ショック

や身体の不調

○医療費の負担や失職、転職などによる経

済的困窮

○捜査や裁判等の過程における精神的、時

間的負担

○周囲の人々の無責任なうわさ話やマスコ

ミの取材、報道等によるストレス、不快

感

など、被害後生じる様々な問題に苦しめ

られます。このような問題は総じて「二次

的被害」とい われています。

また、トラウマ（心的外傷）やＰＴＳＤ

（心的外傷後ストレス障害）など、精神的

に大きな被害を受ける場合があります。

～被害者支援には、周囲の人々の理解と共感がとても大切です～

警察では、ストーカー事案等の被害を受けるおそれのある方に、無料で携帯電話の貸し

出しをしています。貸出し電話には１１０番や最寄りの警察署、交番等の電話番号を短縮

登録しますので、通報により警察官がすぐに駆けつけます。

問い合わせ 警察本部・犯罪被害者対策室 魯０１７－７２３－４２１１

（内線 ２６４２・２６４３）

被害者支援に関する詳しい情報は、

青森県警察のホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｏｌｉｃｅ．ｐｒｅｆ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ／）に掲載されています。
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に
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お知らせコーナー

児童手当制度のごあんない

’児童手当とは

児童手当は、児童を養育している方に手当を支給することにより、家庭生活の安定と次代を担う子どもたちの幸
せのために設けられた制度です。

支給対象者

義務教育就学前（平成６年４月２日以後生れ）

の児童を養育している方に支給。

※所得が一定額以上の方には、支給されません。

支給額（月額）

・第１子 ５千円

・第２子 ５千円

・第３子以降 １万円

支給時期 ６月、１０月、２月

尚 砺 鰥

・続けて手当を受ける方

児童手当を現在受けている方は、毎年６月に「現況届」を役場

に提出してください。

・新規に手当を受ける方

出生、転出などにより新たに手当を受ける方、「認定請求書」

を役場に提出してください。

※厚生年金に加入している方は、年金加入証明書を添付してください。

迴滄チ当ば、嵳庁者からの碑請がないと支給されません。 担当：役場住民福祉課住民係

ボイラー技士 、クレーン運転士 、

衛生管理者等の免許試験を青森 市で実施

東北安全衛生技術センターでは、労働安全衛生法に基
づく免許試験のうち、出張特別試験青森会場（年１回限
り）を青森市において次のとおり実施します。
１．試験日 平成１３年９月９日㈲
２．試験会場 青森大学 青森市幸畑二丁目
３．試験の種類及び申請書の提出先

［出張特別試験なので、必ず上記のところに提出のこと］

４．受験申請書の提出期間

平成１３年７月２３日㈲～２７日（金）

５．問い合わせ

東北安全衛生技術センター Ｑ０２２３－２３－３１８１

電 気 柵 の 管 理 徹 底 を

村では、平成７年度から、サル・カモシカ等に

よる農作物の食害対策として、年次計画を樹立し

電気檜を実施しています。

電気榾は太陽エネルギーで電気を蓄え通電させ

ています。タイプは、ネット式と金網式の二種類

が設置されてい ます。

電気楷の通常の管理については、設置されてい

る箇所の耕作者が行うこととしていますので、通

電している箇所に草やツルなどが絡むと漏電し通

電効果が薄れることになりますから、年に２～３

回の草刈りを行ってくださるようお願いします。

■担当 役場農林水産課、佐井村教育委員会

佐井村に新しい商店街
アルザス横 潮風協同組合

毎月第２・第４日曜日は商店街大売出しが



１．目 的

介護実習・普及活動事業の一環として、介護に

おける福祉用具の必要性や効果的な活用方法に関

する知識を提供し、高齢者等の自立支援と介護者

の身体保護及び住宅改修に関する知識を広 く普及

します。

２．主 催 むっ市社会福祉協議会、青森県

３．日 時 平成１３年６月１９日（火）１３：００～１５：００

４．会 場 むっグランドホテル Ｂｃ ２３３１

〒０３５－００２１ むっ市大字田名部字下道４番地

５．対 象 一般県民、保健・福祉・教育関係職員等

定員３５０人

６．テーマ 「福祉用具と住宅改修」

～高齢者にやさしい住まいの工夫～

７．講 師 弘前大学医学部保健学科

理学療法学専攻助教授 金沢善智氏

８．申込期限 平成１３年６月８日吻

（なお、定員になり次第締め切ります）

９．参加料 無料

１０．申込方法

青森県介護実習・普及センターへ直接、電話また

はＦＡＸで申し込んでください。

青森県介護実習・普及センター

ＴＥＬ０１７－７７４－３２３４ ＦＡＸ０１７－７７４－３２３５

「夜 の 水 族 館 見 学 会 」

１．実 施 日

平成１３年６月２日出 、９日出、１６日出、２３日出

の４回

２．受 付 ９：００～１７：３０

３．見学時間 １７：３０～２０：００

４．内 容

普段見ることのできない閉館後の水族館の様子

を、ご自由に見学していただきます。飼育担当者

が各所におり、見どころを説明いたします。照明

が消えた水槽では、昼間とは違う海獣や魚たちの

姿を見ることができます。

５．参 加 料 ショー終了後の特別入館料

一般・高校生７００円、小・中学生３５０円

（１５：４５前に入館した場合は通常料金となります。）

「“ゴマフア ザラシ の赤ち ゃん” の愛称 募集 」

１．募集期間 平成１３年６月１日座～３０日出

２．募集方法 館内に投票箱を設置して、来館者の

方から愛称を募集します。

３．発 表 日 平成１３年７月１５日（日）

４．そ の 他 名付け親となった方には、記念品を

プレゼントいたします。

・ 問い合わせ 浅虫水族館総務課 杉本、佐藤

ＴＥＬ０１７－７５２－３３７７ＦＡＸ０１７－７５２－３３７９

７月２ 日は自 動 車税 の納 期限 です

自動車税は、お近くの銀行、信用金庫、信用組合

等の金融機関、郵便局のほか、県で指定した農協及

び漁協の窓口で納期隕までに納めてください。

なお、車検を受ける際には、納税証明書が必要です。

納税証明書は、納税通知書の下の部分についており

ますので、自動車税を納められましたら自動車検査

証と一緒に大切に保管してください。

※納税通知書が届かない場合や、自動車税に関する

ご相談は、むっ県税事務所まで。

■問い合わせ

むっ市中央一丁目１－８

むっ県税事務所納税課 昔⑩８５８１（内線２１０）

輸血などで広がったｃ型肝炎ウイルス（Ｈｃｖ）

対策として国の方針を受けて青森県においても１０月

末までの限定で、保健所において無料で抗体検査を

受付しますのでお知らせします。
＜抗体検査を希望される場合＞

・事前にむつ保健所に電話予約が必要です。

・料金は無料です。ただし、感染経路（血液や体液

が直接体内に侵入したとき感染する）が同一であ

るためエイズ（ＨＩｖ）検査と一緒に検査するこ
とが原則です。

・検査日は第２・第４木曜日です。

・受付時間は午前付時から正午までです。

■問い合わせ・申し込み先

むつ保健所保健予防課 ＴＥＬ⑩１２３１ＦＡｘ⑩３４４９

村県民税（１期分）・固定資産税（２期分）

介護保険料（普通徴収１期分）

納 期 は

７ 月 ２ 日 （ 月 ）で す
。

忘れずに納入しましょう！

担当：役場財政課 昔⑩２１１１

総務省からのお知らせ

電 波 利 用 保 護 旬 間

６ 月 １ 日 ～ １ ０ 日

クリ ーン な 電 波 環 境 がＩＴ社 会 を 支 え ま す

～電 波はみんなのものだからリ レールを守って正しく使いましょう～

電波の混 信・妨害についてのお問い合わせは

〒９８０－８７９５イ山台市青葉区本町３－２－２３

総務省 東北総合通信局 監視課

Ｑ Ｏ２２－ ２２１－ ０６４１



満１歳おめでとう／／

池 田 輝 Ｕ

（進・ミチ子）原 田

奥 本 玲 依 来 ちぺ

（太郎・美根子）大佐井

工 藤 菜 々 子 ちゃふ

（倉司・美恵子）大佐井

☆ ☆濔 庶 政 ／ヽ－ ク＆ ラ イ ブ

″君 の 茫 む 冱 へふ詒 凉☆☆

出 演：武田鉄矢、中牟田俊男、千葉和臣

日 ㈲：平成１３年？月∠Ｌ日（水） 開場１７：３０開演 １８：００

会 場：北通り総合文化センター

「ウイング」多目的ホール

料 金：当日券 ￥１，５００

割引券引替 ￥１，０００（前売りのみ有効）
入場券発売所 （大 間）ウイング、高橋書店

（風間浦）やまます、かねもリ

（佐 井）恚奥本商店
■問い合わせ

北通り総合文化センター ウイング 登⑩１１１１

第１７回 がんかけまつり
６月１０日（日川０時から

●御神楽奉納

●郷土芸能発表

●和太鼓

●歌謡ショー

●ゲームコーナー

※ご家庭に、ご使用になら

ない鯉のぼりがありました

ら、ご提供ください。

■問い合わせ 佐井村観光協会 登⑨４５１５

佐井村の人口
４月３０日現在

男 １ ，５ ６６ （＋ｉｏ）

女 １ ，５８ ４ （＋１５）

計 ３ ，１５ ０ （＋２５）

世帯 数 １ ，０ ９９ （＋１４）

（ ）内は前月比

じっちゃん

ばっちゃん
長生ぎしてけせよ，ぴ

福祉７片回数券
病 院 さ 行 ぐ にも 、孫 の顔 見 さ 行 ぐ 時 も …

５００円以上なら５枚の値段で７枚ついてるとってもお得な

＜ ７ 片 回 数 券 ＞ ６５才以上の方に限ります。

５ 枚（の料金）

下 北 交 通

な ら

７ 枚 分

ついてます

本社 〒０３５－００４１ 青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３ －３１１１

戸籍の窓口 ５月１５日現在

Ｏお誕生おめでとう

内田 玲奈（貴 生） 長 後

樋口Ｊ二余や（基 嗣） 大佐井

大久保拓海（健 一） 大佐＃

Ｏご結婚おめでとう

（ 田中 伸一 原 田

酒井あゆみ むつ市

（ 山本 尚樹 古佐井

宮川 尚美 大佐＃

Ｏおくやみ申し上げます

島野 芳丈（慶 司） 大佐井

鹿島 秋夫（勝 子） 原 田

横濱 満男（八重子） 磯 谷
東出 タカ（一 夫） 磯 谷

佐藤 かた（良 一） 原 田

※個人のプライバシーを尊重する意
味で、掲載して欲しくない方は、

届出の際、係に申し出てください。
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